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令和２年７月号　－目次(主な内容)－
   P2　私とロ

ろ
ー
う

画
が

　和田 寛次さん
   P3　新型コロナウイルス感染症対策に関するお知らせ【～P12】
　　    ・個人や事業を営む方への支援施策
　　    ・感染症拡大防止のための避難行動
 P13　 TOWNニュース(町のできごと)
 P14　「あいなん逸品図鑑」特集【～P17】
 P18　マチヤクバ便り(町の施策・情報)【～P23】
　　    ・令和３年度採用の愛南町職員募集
 P24　あいなん掲示板(役場以外の機関からのお知らせ)【～P25】
 P26　食育通信・子育てサポート【～P27】
　　    ・今月の笑顔<あいなん幼稚園・長崎保育所>
 P28　暮らしカレンダー【～P29】
　　　 <行事予定・各種相談・健(検)診ほか>
 P30　あいなん音故地新<テノヒラkikuさんのふるさとエッセイ>
　　　 本日!海日和!!(愛南サンゴを守る会・西尾知照さんの寄稿文)
 P31 　愛南文芸(俳句・川柳・短歌)・出生・お悔やみ
 P32　今月のこの人「西海観光船＆SeaWalker髙橋翔さん・香さん」
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私とロ
（ ろ う が ）

ー画　　和田 寛
かん

次
じ

さん ( 柏 )

何かに情熱を注いでいる方をご紹介します

　柏で喫茶店「アルファ」を経営する和田寛
かん

次
じ

さん。閉店後や
休日の時間を利用して、ロ

（ ろ う が ）
ー画というオリジナルの芸術作品を

制作しています。
　「以前、書道を逆にしたものを見たんです」と作品作りを始
めたきっかけを語る和田さん。ろうそくのろうを溶かして紙に
真っ白の文字を書き、その上に色を塗ってからろうを溶かし出
すと、ろうとともに色も抜けて白い文字が浮かび上がるという
技法に触れ、「これは絵になるのではないか」と直感したそう
です。それ以来、試行錯誤を繰り返しながら自分ならではの描
き方を模索してきました。
　「ロー画は簡単なので誰でもできるのですが、それがバラン
ス良く描けているかどうか」が作品を制作する上でのポイント
だと言います。自分自身で納得のいく作品ができるのは「10
枚のうち１枚か２枚程度」と話す和田さんは今後の作品づくり
を見据え、「次はもう少し大きい作品を作りたい。自分もやっ
てみたいという人が増えたら良いですね」と意気込んでいまし
た。

ろうで独特の模様や斑点を浮かび上がらせる芸術

▶和田さんのロー画制作方法
①溶かしたろうそくのろうを和紙に
吹き付け、その上にゴムベラを使っ
て版画用のインクで色を塗ります
(この際、用紙を握って丸めると独
特の幾何学模様が浮かび上がりま
す)。
②キッチンペーパーでインクを拭き
取り、色を塗った面と新聞紙を接着
してアイロン掛けをすると、ろうと
一緒に色が抜けます。
③必要に応じてアクリル絵の具で絵
を描いて作品を仕上げます。

▲御荘長月の農地でブロッコリー
の収穫作業を行う森口英樹さんを
５月20日㈬に取材しました。
【特集記事を14ページに掲載】

▲自身が制作したロー画の作品を手に
笑顔を見せる和田寛次さん。

愛媛CATV
動画

その①


